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地域型展示住宅ＯＰＥＮ！ 
 やわらかな春の日差しがうれしい季節になりました。 

 この度、わたしたちが進めてきました地域型展示住宅が完成し、高松市林町（香大工学部北側）にオープンしました。

この展示住宅は、香川県産材ヒノキをはじめ、地域木材の流通を図るためのパイロット施設として建てられたものです。 

 柱には香川県産のヒノキ、梁材には高知と徳島のスギが使われています。外壁は土塗り壁に土佐漆喰で仕上げまし

た。東西と北面の壁に施された黒い焼杉の板ももちろん四国産です。漆喰の白と対比して美しい壁になっています。い

ぶし銀の屋根瓦は日本の風景をかたちづくる素材の完成形です。 

 内部は木の良さを存分に生かし、構造材が化粧材として 現
あらわ

されたつくりです。杉の床板は足にやさしく暖かい。白壁

の漆喰はとっておきの絵や写真の背景になり、時によったら絵を描くキャンパスにもなります。見上げる天井からは木の

木目が何か語りかけてきませんか？まるで森の中にいるような心地よい時がながれていきます。 

 外にはケヤキやシマトネリコ、ナンテンなどが植えられました。記念植樹のヒノキと共に、木々はやがて緑の葉を広げ四

季の移ろいを感じさせてくれます。 

さあ！杉板のデッキの上で日だまりのティータイムといきましょう。みなさん、ぜひ一度お越しください。 

（ＮＰＯ法人 木と家の会 代表理事 増田孝夫） 

3月28日（土）より地域の『住まいづくり相談』を始めます。 
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3月28日（土）より、毎週土、日曜日及び祝祭日、「住まいづくり相談」を開催いたします。 

地域の住まいづくりに関する相談や疑問などに、地域の住まいづくりに実績のある専門家が、

「無料」にて解りやすくお答えします。 

お気軽にご来場下さい。（詳しい日程や担当者スケジュールは裏面を参照してください。） 
 

■営業時間：午前10時～午後5時 

■場所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北側） 

なお、展示住宅の見学は随時可能です。 

事前に事務局までご連絡（087-867-6851）の上、ぜひお越しください。 

木と家の会とは？ 

ＮＰＯ法人木と家の会は、家づくりを中心に四国の山で育てられた木材の健全な消費をとおして、森林環境の保全と良好な住環境づくりに取
り組んでいる団体です。林業家、材木店経営者、建築設計者、施工者、木工家、一般市民などさまざまな分野の人たちが集まっています。 

地域型展示住宅は国土交通省より平成20年度地域木造住宅市場活性化推進事業の補助を受けています。 



3月 20日 (祝) オープニングイベント 5月 2日 (土) 西尾 直樹 高陽建設㈱ 

 21日 (土)  〃    増田 孝夫 森風舎 

 22日 (日)  〃  3日 (日) 増田 孝夫 森風舎 

 28日 (土) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計    松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計 

   小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房  4日 (祝) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計 

 29日 (日) 小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房    小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房 

   池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ  5日 (祝) 小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房 

4月 4日 (土) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所    笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

   西尾 直樹 高陽建設㈱  6日 (振) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

 5日 (日) 川口 洋子 川口洋子建築設計    赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計 

   池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ  9日 (土) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計 

 11日 (土) 西尾 直樹 高陽建設㈱    西原 英樹 ㈱丸井工務店 

   川口 洋子 川口洋子建築設計  10日 (日) 西原 英樹 ㈱丸井工務店 

 12日 (日) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所    川口 洋子 川口洋子建築設計 

   増田 孝夫 森風舎  16日 (土) 川口 洋子 川口洋子建築設計 

 18日 (土) 増田 孝夫 森風舎    笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

   西原 英樹 ㈱丸井工務店  17日 (日) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

 19日 (日) 西原 英樹 ㈱丸井工務店    増田 孝夫 森風舎 

   松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計  23日 (土) イベント 日（企画中） 

 25日 (土) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計  24日 (日) 

   赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計  30日 (土) 増田 孝夫 森風舎 

 26日 (日) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計    池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ 

   池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ  31日 (日) 池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ 

 29日 (祝) 池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ    松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計 

   西尾 直樹 高陽建設㈱      

 〃 

住まいづくりメンバーのリレーコラム 『地域の住まいづくり１・２・３』 

 香川県はもともとマツの木の産地でした。それは、降雨量が少ない香川県の気候に適していたからです。しかし、40から50

年ほど前に外国から入ってきたマツクイムシの虫害で大半が枯れてしまいました。 

 その後、荒れてしまった山や、竹害で困っている山などが増えましたが、林業を守らんとする山主たちは、マツの木から、比

較的気候に適しているヒノキの植林に替え、今、香川県の人工林の多くがヒノキの山となっています。そのヒノキの山が、40か

ら50年、古い山では80年近くが経ち、ちょうど家の構造材では柱や土台がとれるような大きさに成長しています。 

 この山々にあるヒノキがこれから主伐の時期を迎えるのに、もう香川県内では県産の原木を流通するシステムが途絶えてし

まっていたのです。香川県や各森林組合ではこの伐期を迎えた木々を何とか流通させようと苦慮しています。（現在では、そ

の最も確実な手段として徳島県の原木市場である三好木材センターに香川県産ひのきコーナーが設けられています。） 

 私たち「NPO法人 木と家の会」ではこのタイミングに循環型社会の構築のため、香川県産材を含めた地域木材流通の一

助になればと、この地域型展示住宅の建築に踏み切りました。 

 香川県産の建築木材なんてないと思われていた皆さん、こうして立派な家が建てられるほど香川県の木は成長しています。

気候風土にあって家にやさしく、人にもやさしい。環境にも貢献できるこの香川県産材を使って家を建てられる時代がやって

来たのです。 

使おう香川県産ひのき材 ㈱野崎材木店 代表取締役 野崎善嗣 

地域型展示住宅 

『木と家の会』のブログをぜひご覧ください。 
地域型展示住宅の建築過程や、地域の住まいづくりに関するあれこれが見られます。 

『住まいづくり相談』担当者一覧 3月20日～5月31日 


